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I. アブラハム 

A. 人物像 

1. カルデアのウル（現在のイラク、バグダッド付近）出身（紀元前 2000 年頃） 

2. 高度なシュメール文化の中で育つも、神に召され、カナンへ移住していく 

B. 神の救いを人に実現させていくための担い手として選ばれた人物 

1. アブラハムに始まる一族の歴史を通して神はご自身を人に表すため 

2. アブラハムに始まる一族の歴史から、人は神に受け入れられ、神とともに生

きる道を知っていく 

C. なぜ、一人の人物、一つの民族を通して、神はご自身を顕されたか？ なぜ皆に対

してではないのか？ 

1. 現代では、一つの秩序に、異なる民族・文化・歴史の人たちが合わせていくと

いうのは、割と受け入れられやすい 

2. しかし、古代世界では、異なる民族同士は分かり合えず、民族の壁を越えて一

つの秩序でまとまるというのは考えられなかった 

3. この古代社会の常識を壊したのが、ギリシアのアレクサンダー大王（ヨーロ

ッパから中東にかけて、一人の大王による一つの秩序の形成を人類は初めて

経験した） 

4. ちなみに、アレクサンダー大王による秩序、またローマ帝国による秩序によ

り、一つの秩序の中で異なる民族が平和に生きるという感覚が定着した頃、

「時、満ちて」ナザレのイエスが登場 

II. アブラハムの契約 

A. 契約とは 

1. 単なる約束とは違う 

2. 絶対に守らねばならないという重い約束であり、破った側は死をもって、契

約違反の問題に決着をつける 

3. 契約を結ぶ段取り 

a) 牛などを二つに引き裂く 

b) 契約を結ぶ両者は、引き裂かれたものの間を歩いて契約締結 

c) これは、契約を破った側は、この引き裂かれたもののようになるように

（死ぬように）、ということの表明 

d) 因みに、契約を結んだ者らは引き裂かれた牛の間を歩くことから、血が
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足に付く。また引き裂かれた牛の肉を調理し、その肉を食べて契約締結

の営みが完了する。これが聖餐式の伏線。 

4. 神と人との間の契約 

a) 最初の契約は、神とノア（創世記 6 章、9 章） 

b) 次の契約はアブラハム 

c) そして主イエスによる新しい契約 

d) 因みに、こうした複数の契約は無く、一つの契約しかないと考える向き

（ディスペンセイショナリズム）もある 

(1) 永遠の一つの御心、という面を強調したいのがその理由。そのため、

一つの契約・複数の摂理（ディスペンセイション）、と主張 

(2) ただ、主イエスが「新しい契約」と宣言している以上、ディスペンセ

イショナリズムの理解は困難。 

(3) これが始まったイギリスの、また大きく広まったアメリカの聖書学

界隈では、21 世紀の現在、ディスペンセイショナリズムの理解は消

滅しつつある 

B. アブラハムの契約（創世記 15 章） 

 これらの出来事の後、主のことばが幻のうちにアブラムに臨んだ。「アブ

ラムよ、恐れるな。わたしはあなたの盾である。あなたへの報いは非常に

大きい。」 （15:1） 

 

 すると主は彼に言われた。「わたしのところに、三歳の雌牛と、三歳の雌

やぎと、三歳の雄羊と、山鳩と、鳩のひなを持って来なさい。」彼はそれら

すべてを持って来て、真っ二つに切り裂き、その半分を互いに向かい合わ

せにした。ただし、鳥は切り裂かなかった。……日が沈みかけたころ、深

い眠りがアブラムを襲った。そして、見よ、大いなる暗闇の恐怖が彼を襲

った。…… 日が沈んで暗くなったとき、見よ、煙の立つかまどと、燃えて

いるたいまつが、切り裂かれた物の間を通り過ぎた。その日、主はアブラ

ムと契約を結んで言われた。「あなたの子孫に、わたしはこの地を与える。

エジプトの川から、あの大河ユーフラテス川まで。ケニ人、ケナズ人、カ

デモニ人、ヒッタイト人、ペリジ人、レファイム人、アモリ人、カナン人、

ギルガシ人、エブス人の地を。」（15:9〜21、抜粋） 

 

1. アブラムを祝福する（神がアブラムの系譜の面倒を必ずみて栄えさせる）、と

いう契約を神はアブラムに告げ、神はアブラハムと契約を結ぶことになった 

2. 契約を結ぶ慣習にならって、アブラムは契約締結の準備をする（15:9〜10） 

3. しかしアブラムは引き裂かれたものの間を通らず、神のみが引き裂かれたも
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のの間を通った 

a) 本来なら、神とアブラムの両者が引き裂かれたものの間を通らねばなら

ない 

b) しかし、アブラムは眠り、神を象徴する火が裂かれたものの間を通った 

c) つまり、神のみが通った 

4. 契約を結ぶ両者が通っていないので、これでは契約不成立のはず 

5. しかし、神は契約締結を宣言（15:18） 

6. つまり、神と人との関係（神から面倒をみてもらうという関係）が壊れること

があるなら、神が死ぬことで、その問題を処理する、という道筋が、ここでま

とまった 

7. 十字架による救いの道筋が、ここで示される 

8. 因みに、これらの地を与える、すなわち、アブラムの支配が広がる、というこ

とについて、アブラムの信じる神による秩序、愛の秩序が広まる、と教会は解

釈（覇権主義ではない） 

III. まとめ 

A. アブラハムに始まる一族と神との交わりによって、神はご自身を示す 

B. 神と人との関係回復の道を神が示す 

 


